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研究成果の概要（和文）： 本研究では、認知的・情動的刺激に対する情動反応と運動反応から、

情動的・無意識的過程の運動行動への影響を検討した。予備実験として International 

Affecting Picture System(IAPS)画像を用い、その情動性効果を検討したところ、情動・運動

反応の変化はみられなかった。そこで本実験（実験１）では、情動刺激として新たにモンスタ

ーの顔画像を用い、Go/No Go 反応時間（RT）課題を実施した。その結果、交感神経系優位及び

反応遅延の傾向が認められた。しかしそれらの間には関連性がなかった。実験 2ではより強い

情動刺激として恐怖条件付け刺激を用いたところ、条件付け刺激に RT遅延傾向が認められ、強

い情動刺激で運動反応が変容する可能性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： The present study examined the effects of cognitive and emotional 

stimuli on perceptual-motor responses (reaction times; RT). We initially examined 

emotional stimuli of the International Affecting Picture System (IAPS, Lang et al., 1999), 

resulting in no significant validity of IASP pictures in evoking emotional responses in 

our experimental procedures. We then used monster face pictures as emotional stimuli in 

Go/NoGo RT tasks. This showed significant emotional (sympathetic neural) responses and 

delayed perceptual-motor RT responses, although with no significant relationships 

between them. We in turn used much stronger stimuli that were electrically conditioned, 

resulting in somehow delayed perceptual-motor RTs. This suggested that strong emotional 

stimuli may give rise to delays of perceptual-motor responses with significant 

sympathetic neural facilitations. 
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１．研究開始当初の背景 

無意識的過程の運動行動への影響につい

ては、近年、神経科学、認知科学、行動科学

など複数領域でしばしば取り上げられてお

り、単純な感覚・知覚過程から高次の精神活

動にわたり関与している可能性が示唆され

ている。高次精神活動については、認知的側

面の意思決定や社会心理的側面などの問題

は検討されてきているが、情動的側面に関し

てはほとんど検討されていない。 

２．研究の目的 

本研究では、無意識的知覚と運動反応を取

り上げ、情動刺激に対する運動反応と自律神

経活動から、認知的・情動的知覚の運動反応

への影響を検討した。 

３．研究の方法 

予備実験として、情動変化を促す刺激を探

索的に検討し、情動刺激に対する反応時間

（Reaction Time; RT）課題の実験系確立を

めざした。その後、本実験として、情動刺激

による Go/NoGo RT 課題を実施し、さらに、

より強い情動刺激による影響を単純 RT 課題

により検討した。以下はそれらの実験方法、

結果の概略である。 

(1)実験参加者は、1 実験あたり 10～20 名程

度の健康な大学生・大学院生であった。 

(2)実験装置は、刺激提示・反応時間測定ツ

ールとして Presentation（Neurobehavioral 

System）を、指尖脈波測定・分析にはパワー

ラブ 16ch（National Instrument）を用いた。 

(3)情動刺激は、International Affecting 

Picture System(IAPS, Lang et al., 1999)

の画像を刺激候補とし、IAPS 情動指数分析か

ら本実験系における情動刺激の妥当性を検

討した(2009)。その結果、本実験系の情動刺

激として IAPS 刺激はあまり効果的ではない

ことがわかった。そこで実験 1（2010～2011）

では新たにモンスターの顔画像を情動刺激

として用い、さらに実験 2（2011～2012）で

は、より強い情動反応を得るため、無意味刺

激（縦・横縞）に恐怖条件付けを施した刺激

を用いた。なお、これらの刺激の情動特性は、

指尖脈波の周波数分析による交感・副交感神

経活動を指標として検討した。 

(4)実験 1（2010～2011年） 

実験 1では、ヒト、モンスター、各 20種の

異なる画像を用いた。当初、正立・倒立画像

呈示による実験を実施したが、成立・倒立画

像の RTにはヒト・モンスターに明確な差が認

められなかった。そこでその後、各画像をラ

ンダムに分割・再構成したスクランブル画像

を統制画像とし、20、40、60、80、100ms の

時間長で呈示することとした。 

各試行では（図 1）、2 秒間の凝視点呈示、

その後ヒト・モンスターの顔画像・スクラン

ブル画像の呈示による Go／NoGo 課題を行い、

反応時間（RT）、指尖脈波を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反応時間：4 種類の顔・スクランブル画像に

よる Go/NoGo 課題の結果(図 2)、ヒト・モン

スターいずれもスクランブル画像より顔画

像の RT が長かった。特にヒト画像では顔画

像の RT 延長が有意に認められ、顔の知覚処

理に時間がかかることが示された。 

さらに、ヒト・モンスターの顔・スクランブ

ルの RT 差（ｄRT）を求め、高・低恐怖群で

比較したところ、恐怖の程度による dRT差は

みられなかった（図 3）。RT の遅速で dRT を

比較したところ（図 4）、短 RT 群ではモンス

ター刺激のｄRT がゼロに近く、モンスターの

顔画像処理がスクランブル画像とほぼ同じ

時間で遂行されたことが示された。これはヒ

トの顔処理と大きく異なる結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（図 2） 

（図 3） 

図 1 実験課題と実験手続き 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指尖脈波：指尖脈波の周波数分析から交感・

副交感神経活動を検討したところ（図 5）、ヒ

トの顔(neutral)では副交感神経優位、モン

スター(Phobic)では交感神経優位が認めら

れ、その傾向は特に高恐怖群で顕著だった。

さらに、長・短 RT群で比較したところ（図 6）、

交感神経活動の亢進は長 RT 群にのみ現れ、

短 RT 群には認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果から、短 RT群では、ヒト・モ

ンスターいずれも顔刺激による交感神経活

動亢進がなく、特にモンスター画像では顔と

スクランブル刺激が同程度に自律神経系（情

動系）応答を起こしたものと思われ、それが

RT 変化を生じさせなかった（dRT をゼロにし

た）原因と思われる。また全体としては、モ

ンスター顔への交感神経優位が認められた

ものの、RTには顕著な差がなかったことから、

モンスター刺激による知覚運動系と自律神

経系（情動系）の処理にはほとんど関連性が

ないものと推察された。 

(5)実験 2（2011～2012） 

 実験 2 では、電気刺激により恐怖条件付け

した縦・横縞画像（図 7）の刺激を用いた。 

恐怖条件付け

は 5cpd縞に対し

てのみ行い、感

覚閾値の 3 倍強

度の電気刺激を

0.5 秒呈示した。

比較のため恐怖

条件付けなし群

も設けた。実験

参加者は、本研究の研究チーム関係者 9名と

し、3 群に振り分けた。 

実験課題は、刺激（縦・横縞）、空間周波

数（2.5、5、10cpd）、呈示時間（40、80、160ms）

の 2 x 3 x 3の 18条件で、各 20試行からな

る単純 RT 課題とし、Pre 試行（360 試行）、

恐怖条件付け、Post試行（360試行）の手順

で計 720 試行の単純 RT課題を実施した。 

各試行の手順（図 8）は、実験参加者のマ

ウスボタン押しで開始し、1 秒間の凝視点呈

示、その 1.5～3.3 秒後にいずれかの画像刺

激を呈示、それに対しマウスボタンを出来る

だけ素早く離すというものであった。 

 

結果：反応時間の分析では、視覚刺激の情動

成分（恐怖条件付けによって形成された恐

怖）の処理に関わる情報処理の特徴を、知覚

運動系情報処理の点から検討した。図 9には、

各グループ（上段、中断はそれぞれ縦縞、横

縞 5cpd 画像に条件付けした群、下段は条件

付けなし群）、各条件(2.5、5、10cpd)におけ

る縦縞(各段の左列)及び横縞(各段の右列)

への RTの差分値(dRT = PostRT － PreRT)を

示した。 

 図 9 の上段左列（縦縞条件付け群の縦縞へ

の反応）、中段右列（横縞条件付け群の横縞

への反応）では、恐怖条件付けした 5cpd 条

件で dRT が正に偏倚する傾向がみられ、恐

怖条件付けによる反応遅延が認められた。ま

た、恐怖条件付けしてなかった画像刺激（縦

縞条件付けでは横縞刺激、横縞条件付けでは

（図 4） 

（図 5） 

図７ 6 種の刺激画像 

（図 6） 

図 8 実験手順 



 

 

縦縞刺激）の dRT も大きく変動しており、

恐怖条件付けが汎化的に影響を及ぼした可

能性が認められる。これらに比較し、9 図下

段の条件付けなし群は dRT が小さく、条件

間の変動もほとんどないことから、恐怖条件

付け群の dRT 変動は恐怖条件付けによるも

のであったと推察される。 

 

 

 

４．研究成果 

 本研究では予備実験 実験 1 実験 2 の 3 ス

テップにより情動刺激の運動反応の変容を

検討した。 

予備実験では、International Affecting 

Picture System (IAPS; Lang et al.1999）

の情動刺激としての妥当性を検討し反応時

間 RT 課題及び画像の情動指数を因子分析等

により分析した。結果、IAPS 画像は本実験計

画で用いる情動刺激として妥当性に乏しく

他の情動刺激の利用を検討することとした。 

実験１では、新たな情動刺激としてモンス

ターの顔画像を用いることとし、Go/NoGo 課

題により RT と指尖脈波を指標とする検討を

行った。その結果、モンスター顔への交感神

経優位が示され、情動刺激としての妥当性が

認められた。他方、RTには顕著な差がなかっ

た。これらの結果から、モンスター刺激によ

る知覚運動系と自律神経（情動）系処理は関

連性が薄いことが示唆された。また全般的に

RT の短かった群では、顔刺激による交感神経

活動の亢進がほとんどみられず、自律神経

（情動）系ではモンスターの顔刺激がスクラ

ンブル刺激と同等に処理され、その結果 dRT

に変化が生じなかったものと推察された。 

実験２では、さらに強い情動反応を得るた

めに、縦・横縞模様に恐怖条件付けをした刺

激を情動刺激として用い、恐怖条件付け前後

（Pre 試行、Post 試行）に単純 RT 課題を実

施した。その結果、Post試行における恐怖条

件付け刺激の RT 反応が特異的に遅延する傾

向がみられ、また恐怖条件付けしてなかった

他の刺激条件の RT にも相対的に大きな変動

が生じた。これらの結果から、明確な情動反

応を誘発する刺激を用いると運動反応に遅

延（あるいは焦燥）反応が生じる可能性が示

唆された。 

（まとめ） 

情動刺激とそれに誘発される運動反応につ

いては、情動刺激の強度やその意識・無意識

的側面が大きく影響することが予想される。

したがって、今後の継続研究としては、さら

に被験者数を増やすこと、また恐怖条件付け

を画像と不快音の組み合わせ、否定的・嫌悪

的言語刺激との組み合わせなどに切り替え、

多数の一般成人の実験参加者を用いた実験

系を確立する必要が示唆された。 
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